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The Essence and Methodology 





















う間いへの応答にみるう形態と内容を含む「規範 (norm)Jや f規準 (criterion )Jとしての知識
体系，す左わち「規範的知識Cnormativeknowledgeげであるとする見方が想定される。それ
(注 1) 吉本二郎編現代学校経営講座 5巻 学校経営の革新，第一法規 昭和52年 P. 1 
(注2) 吉本二郎学校経営学，国土社，昭和40年，
〈注3) 朴嬰雨，教育システムとしての学校考察の基本視点，学校経営 2 2巻 第7号






の「方策 (strategy)Jや「手法(techni que) J VL関する知識体系，す左わち「処方婆的矢識(
pre scr ip t i ve knowledge)Jが学校経営理論の主軸を在すものであるとしてうけとめるとらえ方
が考えられる。たとえば「教師の研修意欲増進策J， i学校の環境整備のための基本的過程」と
いうような具体的な行動指針としての性格を持つ知識をさす立場である。


























































また， rプレイスウェイト (R. Brai thwai te泣は， 科学の機能を「当該分野Kなける「経験
的事象や対象の挙動を支える一般法則を見出し断片的左知識を結びあわせるととKよって，未知
〈注4) 高野桂一，学校経営の科学，誠信書房 1961年， P.22 
(注5) 上掲書 P. 22 
(注6) 上掲書 P. 22 
〈注7) F.N. Kerlinge:r; Foundations of Behavioral Research， Holt Rinehart & 





































(注8) R. Braithwaite， S c ien t itic E)中lanation，Combr idge University 
P ress ， 1955， P. 1 
(注9) F，N. Kerlinger， lbid， P.ll 
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あるが，広〈知られているよう Kそのような論証過程として， r帰納的論証 (inductive justi-
fica tion)Jや「演緯的論証 (deductive justification)Jがある。
一般VL， r経験科学J~てなける科学的理論の成立は，事象の観察や測定などK よる仮説の設定
がまず先行し，そのよう左仮説の確認のため観察可能な予測を演緯し，その予測が経験的K真で


































性の高い「仮定JVLすぎないという ζ とである。第五:VL，学校経営理論の叙述形式は Io~htJ 



































との<論議の土俵>の一つには， r学校はこうあるべきだJとする Iought J型理論から脱却































設計 3巻明治図書 1975， P. 156 
(注11) Ibid 
(注12)下村哲夫，学校経営の理論的研究，現代学校経営講座 l巻， 第1法規
昭和52年， P. 156 
(注 13)大浦猛，学校社会学明治図書，昭和 25年，




文献(1) 1"現代学校経営論(理想社，昭和 34年)J 
文献(2) 1"学校経営学(国土社，昭和 40年)J 
文献(3) 1"学校論一組織，経営，管理(明治図書 昭和47年)J 
文献(4) 1"序説， システムとしての学校教育(講座教育経営システムの設計，第 3巻，明治図書，
昭和50年)J 
文献(5) 1"学校経営理論の研究開発(現代学校経営講座，第5巻，第一法規，昭和52年)J 
在どがある。そして主K学校経営の「学」とその「理論jを追究した試みが， (2)， (3)， (5)である




























































































ナード (C.I. Barnard)Jや「アージリス(C. A rgyr i s )J の理論を，学校組織解明の契機とし





〈注 18) Anatol Ra.poport， The Uses of Mathematical Isomorphism in General 
Systems Theory in Trends in Gener-al Sys tems Theory， ed by G. J. 



















題Kもとづいて導出される「理論的立言(theoreti cal s tateme nts)Jの形成である。在な，従来
の吉本氏の研究K見られる問題点としては主tてそのよう左未知項Kかかわるものああげられる。
たとえば科学としての学校経営学構築の土台と在る学際的左科学的用語や概念体系の導入とより
積極的左科学論的考究枠組の構築の必要性である。これは氏の研究の問題点というよりは今後の
日本の学校経営学になける共通の課題ともいえるものである。
との問題は，吉本氏の研究の今後の進展Kそって穏を新たK論じたい。日本の学枕経営学の
「科学Jとしての確立に氏の今後の研究を期待するしだいであるO
-103-
